
　
本
年
４
月
か
ら
双
海
地
域
の
小
・
中
学
校
、

今
年
度
中
に
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
す
。

　

本
市
の
学
校
は
、
規
模
や
立
地
環
境
、
地

域
を
取
り
巻
く
状
況
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

ず
は
、
各
校
の
学
校
運
営
協
議
会
で
、
学
校

が
目
指
し
た
い
方
向
や
将
来
像
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
ま
す
。

　
次
に
、
議
論
の
中
で
出
て
き
た
課
題
に
つ

い
て
、
学
校
、
地
域
の
方
、
保
護
者
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
や
情
報
を
持
ち
寄
り
、
課
題

解
決
の
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

　
制
度
の
導
入
目
的
は
、
新
し
い
事
業
を
始

め
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に

学
校
と
地
域
で
培
っ
た
人
の
つ
な
が
り
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
伊
予
市
の
未

来
に
つ
な
が
る
学
校
運
営
を
共
に
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

未
来
に
つ
な
が
る
学
校
運
営
を

伊予市教育委員会
教育長 上岡孝

▲課題解決に向けた議論を行う

【コミスク導入によるメリット】

地域の中で、学び
や体験活動が増
える

子ども

地域の協力を得ら
れ、教育活動が充
実する

教職員

学校や地域に対す
る理解が深まり、家
庭教育が充実する

保護者

学校と連携した地
域活動を進めやす
くなる

地域の方

　コミスクが導入されることにより、子ど
もたちは教室の中だけでは知ることがで
きない地域の良さ・温かさなどを学ぶこと
ができます。また地域の皆さんが学校運営
に携わってくださることで、地域の学校を
守り、下灘を盛り上げることにつながると
思います。学校を核とした地域づくりに貢
献していきたいです。

　長年子どもたちの見守り活動をしてき
たこともあり、校長先生からお声かけいた
だき、推進員をお受けしました｡ できるこ
とからと思い、まずは小学校の困り事や学
校が地域と一緒に取り組みたいことを聞
いていきたいです｡ 地域には各分野で秀で
た方がたくさんいらっしゃるので、協力し
て子どもたちのために活動したいです。

武
田
久
江
さ
ん（
双
海
町
串
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
を

下
灘
小
学
校
区
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員

伊
賀
上
純
さ
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地
域
に
貢
献
で
き
る
学
校
へ

下
灘
小
学
校
校
長

(7) (6)広報いよし ２０２４．５ ２０２４．５ 広報いよし

◯コミュニティ・スクールとは
　学校運営協議会を設置している学校のこと
です。

◯学校運営協議会とは
　保護者、地域の方、校長や教職員などが委員
となり、地域と学校が連携し、対等な立場で学
校運営について話し合う場です。

　双海地域では、コミスク導入と併せて、４
人の地域学校協働活動推進員を配置して
います。同推進員は、コミスクと地域をつ
なぐ役割を担います。今後、市内全ての小・
中学校に配置していきます。
▶（写真左から）翠小学校区谷本圭司さん、
下灘小学校区武田久江さん、由並小学校区
渡部正輝さん、双海中学校区本多正彦さん

■地域学校協働活動推進員を配置

コミュニティ・スクール　　
　　　　　　　　始まります

地域とともにつくる新たな学校運営
略して
コミスク

先行導入した双海地域に聞きました


